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秋
の
バ
ザ
ー
を
迎
え
る
に 

 

あ
た
っ
て 

  
 

 
 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎
和
子 

  

暑
い
夏
も
過
ぎ
去
り
、
木
々
が
色
付

き
始
め
、
収
穫
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
三
光
教
会
の
ベ
ス
ト
リ
ー
の
横
に

あ
る
、
ぶ
ど
う
棚
に
実
る
ぶ
ど
う
も
ス

テ
パ
ノ
会
の
子
ど
も
た
ち
や
教
会
の
皆

で
収
穫
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
台

風
や
長
雨
の
せ
い
か
、
ぶ
ど
う
の
実
が

少
し
小
ぶ
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
そ
の
実
は
濃
縮
さ
れ
た

甘
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。 

 

こ
の
様
な
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
と
、

バ
ザ
ー
の
時
期
が
や
っ
て
来
た
と
多
く

の
方
々
が
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

９
月
に
入
り
ま
す
と
教
会
に
は
「
今

年
の
バ
ザ
ー
は
何
日
で
何
時
か
ら
始
ま

り
ま
す
か
」
と
多
く
の
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
入
り
ま
す
。 

 

多
く
の
方
々
が
関
心
を
持
ち
、
ま
た

心
待
ち
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
バ
ザ
ー
の
出
品
の
品
物
も
沢
山

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
の
上
に
三
光
教
会
の
秋
大
バ
ザ
ー

は
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
す
。 

 

今
年
の
秋
の
大
バ
ザ
ー
の
収
益
は
、 

そ
の
一
部
を
九
州
地
震
の
被
災
地
に
送

ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

困
難
の
中
に
あ
る
人
々
を
支
え
る
と
い

う
こ
の
考
え
は
、
は
る
か
遡
っ
て
聖
書

の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

使
徒
言
行
録
11
章
28-

30
節
に
は
、 

「
そ
の
中
の
一
人
の
ア
ガ
ボ
と
い
う
者

が
立
っ
て
、
大
飢
饉
が
世
界
中
に
起
こ

る
と
「
霊
」
に
よ
っ
て
予
告
し
た
が
、

果
た
し
て
そ
れ
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝

の
時
に
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
、
弟
子
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
応
じ
て
、
ユ
ダ

ヤ
に
住
む
兄
弟
た
ち
に
援
助
の
品
を
送

る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

実
行
し
、
バ
ル
ナ
バ
と
サ
ウ
ロ
に
託
し

て
長
老
た
ち
に
届
け
た
。
」 

こ
の
様
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

教
会
が
綿
々
と
受
け
継
い
で
き
た

こ
の
考
え
方
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
な

が
ら
、
秋
の
バ
ザ
ー
に
向
か
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
て
る
賜
物
を
生
か
し
、
他

者
の
た
め
、
隣
人
の
た
め
に
献
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

10
月
・
11
月
の
予
定 

 

◆
10
月 

9
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
21
主
日 

11
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

16
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
22
主
日 

17
日
㈪ 

殉
教
者
主
教
イ
グ
ナ
シ
ウ
ス 

18
日
㈫ 

福
音
記
者
聖
ル
カ
日 

 
 

 
 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

23
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
23
主
日 

25
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

28
日
㈮ 

使
徒
聖
シ
モ
ン
・
使
徒
聖
ユ
ダ
日 

30
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
24
主
日 

 
 

 
 

教
会
秋
の
大
バ
ザ
ー 

◆
11
月 

1
日
㈫ 

諸
聖
徒
日 

 
 

 
 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

2
日
㈬ 

諸
魂
日 

6
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
25
主
日 

7
日
㈪ 

11
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

8
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

10
日
㈭ 

主
教
教
会
博
士
レ
オ 

11
日
㈮ 

主
教
マ
ル
チ
ン 

13
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
26
主
日 

 
 

 
 

第
104
回
三
光
教
会
創
立
記
念
日 

15
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

17
日
㈭ 

修
院
長
ヒ
ル
ダ 

18
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

20
日
㈰ 

降
臨
節
前
主
日 

ひ か り 
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教
会
委
員
会
の
記
録 

 
 

 
 

 
 

 
《
９ 

月
》 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
カ
ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

９
月
11
日
聖
霊
降
臨
後
第
17
主
日

礼
拝
後
に
開
催
。議
長
神
崎
和
子
司
祭
、

教
会
委
員
15
名
出
席
。 

（
記
録 

広
報
委
員
会
） 

○
牧
師
報
告 

・
受
洗 

８
月
７
日 

プ
リ
ス
キ
ラ
三
邊
晶
子 

・
逝
去 

８
月
29
日 

セ
シ
リ
ア
細
入
礼
子
（
八

王
子
復
活
教
会
） 

・
予
定 

９
月
18
日 

「
東
日
本
大
震
災
を
憶
え

て
の
祈
り
」
（
於
・
三
光
教
会
礼
拝
堂
） 

９
月
19
日 

「
東
京
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
６
」
（
於
・
香
蘭
女
学
校
） 

10
月
８
日 

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ー
チ 

10
月
30
日 

三
光
教
会
秋
の
バ
ザ
ー 

11
月
13

日 

三
光
教
会
創
立
記
念

日
・
主
教
巡
杖
・
堅
信
式 

○
総
務
委
員
会 

・
信
徒
に
配
布
す
る
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ 

ク
を
作
成
中
。 

・建
築
営
繕
委
員
会 

・
礼
拝
堂
の
ガ
ス
冷
暖
房
機
が
不
調
の

た
め
更
新
す
る
。
創
立
記
念
日
以
後
に

工
事
し
た
い
。 

○
財
務
委
員
会 

・
７
月
の
教
区
分
担
金
が
支
払
え
ず
、

８
月
の
会
計
で
７
月
分
を
支
払
っ
た
。 

○
礼
拝
委
員
会 

・
９
月
19
日
に
香
蘭
女
学
校
で
開
催
さ

れ
る
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
聖
器
な

ど
の
貸
し
出
し
や
、
ア
ッ
シ
ャ
ー
の
手

配
な
ど
教
区
か
ら
依
頼
が
き
て
お
り
協

力
す
る
。 

○
宣
教
委
員
会 

・
９
月
24
日
に
「
み
手
の
中
で
」
を
発

行
予
定
。 

・
10
月
８
日 

香
蘭
女
学
校
の
ヒ
ル
ダ

祭
に
あ
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ー
チ
を

行
な
う
。 

○
社
会
委
員
会 

・
８
月
13
日 

エ
ヴ
ァ
の
家
の
納
涼
祭

が
会
館
で
開
か
れ
、
社
会
委
員
会
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
な
く
他
の
方
々
も
準
備
そ

の
他
に
協
力
し
た
。 

・
11
月
20
日 

「
学
び
の
会
」
を
開

催
す
る
。
か
も
め
第
１
工
房
の
高
橋
洋

子
さ
ん
に
、
か
も
め
工
房
と
三
光
教
会 

と
の
出
会
い
や
作
業
所
に
つ
い
て
の
お 

話
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
。 

○
情
報
委
員
会 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
で
き
る
限
り
個

人
名
を
記
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

・
「
ひ
か
り
」
の
中
の
個
人
名
の
扱
い

に
つ
い
て
も
留
意
す
る
。 

○
バ
ザ
ー
委
員
会 

・
夏
の
ミ
ニ
・
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
は

３
４
４
、
２
８
１
円
だ
っ
た
。
な
お
、

７
月
２
日
に
行
な
わ
れ
た
ガ
レ
ー
ジ
セ

ー
ル
の
収
益
２
５
３
，
４
４
０
円
は
日

本
赤
十
字
社
を
通
し
て
九
州
地
震
被
災

地
に
送
っ
た
。 

○
ス
テ
パ
ノ
会 

・
８
月
28
日 

夏
の
お
楽
し
み
会
を
開

催
し
た
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
28
名
が

参
加
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
作

り
を
楽
し
ん
だ
。 

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

・
９
月
11
日
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
便

り
」
を
発
行
し
、
礼
拝
後
簡
単
な
話
し

合
い
を
し
た
。 

○
協
議 

・
主
日
礼
拝
に
司
祭
が
不
在
に
な
る
可

能
性
を
考
慮
し
て
「
み
言
葉
の
礼
拝
」

の
冊
子
を
礼
拝
委
員
会
で
１
５
０
部
用

意
す
る
こ
と
に
し
た
。 

・
７
月
教
会
委
員
会
で
説
明
を
受
け
た

教
区
再
編
成
に
つ
い
て
、
信
徒
全
体
に 

説
明
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
す
る
。 

・
毎
月
の
逝
去
者
記
念
礼
拝
は
、
そ
の 

月
の
第
１
月
曜
日
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。 

 

東
京
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

２
０
１
６
の
報
告 

 

「
父
が
わ
た
し
を
お
遣
わ
し
に
な
っ 

 

た
よ
う
に
、
わ
た
し
も
あ
な
た
が
た

を
遣
わ
す
」 

 

２
０
１
６
年
９
月
19
日（
月
・
休
）、

香
蘭
女
学
校
に
て
東
京
教
区
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
は
全
体
礼
拝
の
み
、
昨
年
は
教

会
グ
ル
ー
プ
協
議
会
毎
の
開
催
で
し
た

の
で
、今
回
の
よ
う
に
午
前
に
聖
餐
式
、

午
後
に
バ
ザ
ー
ル
と
い
う
従
来
慣
れ
親

し
ん
だ
形
で
の
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
２
年
振
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

聖
餐
式
で
は
九
州
教
区
の
武
藤
主
教

を
説
教
者
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

約
８
０
０
人
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

者
を
前
に
、
武
藤
主
教
は
九
州
地
震
に

よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
情
況
を
交
え
つ
つ
、
困

難
な
状
況
下
で
あ
る
一
方
、
主
に
よ
っ

て
希
望
を
見
出
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
力
強

く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
屋 

外
で
の
バ
ザ
ー
ル
が
見
送
ら
れ
て
、
体

育
館
で
の
開
催
で
し
た
が
盛
況
の
内
に 
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終
わ
り
ま
し
た
。 

 
三
光
教
会
か
ら
は
オ
ー
ル
タ
ー
ギ
ル

ド
、
ア
コ
ラ
イ
ト
ギ
ル
ド
に
よ
る
礼
拝

関
連
の
ご
奉
仕
の
他
、
会
場
設
営
と
撤

去
、
搬
出
入
車
の
交
通
整
理
、
バ
ザ
ー

ル
で
の
焼
き
鳥
弁
当
、
ジ
ャ
ム
、
パ
ウ

ン
ド
ケ
ー
キ
の
販
売
な
ど
、
婦
人
会
、

男
子
会
、
バ
ザ
ー
委
員
会
を
中
心
に
多 

く
の
方
々
の
奉
仕
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
よ
り
、
三
光
教
会
と
協
働
関
係
に
あ

る
サ
ン
チ
ャ
ゴ
教
区
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

の
近
況
が
写
真
を
交
え
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
だ
よ
り
」

が
発
行
さ
れ
た
直
後
の
展
示
で
し
た
の

で
良
い
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

 

焼
き
鳥
弁
当
は
用
意
さ
れ
た
100
食

完
売
で
約
５
万
円
の
売
り
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ム
、
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
も
好
評
で
し
た
。 

 

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
特
色
の

一
つ
と
し
て
、
式
文
巻
末
に
今
夏
に
実

施
さ
れ
た
「
み
言
葉
の
礼
拝
」
に
関
し

て
の
各
教
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

三
光
教
会
で
は
主
日
に
「
み
言
葉
の
礼

拝
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、
東
京
教
区
の
殆
ん
ど
の
教
会
に

お
い
て
主
日
の
「
み
言
葉
の
礼
拝
」
の 

経
験
が
あ
り
、
ま
た
、
定
期
的
に
行
な 

わ
れ
て
い
る
教
会
も
少
な
く
あ
り
ま
せ 

ん
。
し
か
し
、
各
教
会
の
反
応
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
「
み
言
葉
の
礼
拝
」
に
つ
い

て
順
調
と
応
え
る
教
会
も
あ
れ
ば
、
や

む
を
え
な
い
場
合
を
除
い
て
は
行
な
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
教
会
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
複
数
の
教
会
に
よ
る
「
合

同
聖
餐
式
」
を
推
進
す
る
教
会
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
あ
る
教
会
か
ら
の
問

い
か
け
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
―
他

教
会
の
皆
さ
ま
は
、
初
め
て
教
会
を
訪

れ
、
礼
拝
に
出
席
さ
れ
た
方
に
対
し
て

「
み
言
葉
の
礼
拝
」
で
も
良
い
と
思
い

ま
す
か
？ 

―
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 
 
  

 

（
記
・
藤
田 

誠
） 

  
 

婦
人
会
だ
よ
り 
（
９
月
） 

 

９
月
18
日
（
日
）
出
席
者
31
名 

・
神
埼
司
祭
の
お
話 

「
聖
書
の
ジ
ャ
ン
ル
創
始
者
と
し
て
の

女
性
た
ち
」 

 

ヘ
ブ
ル
語
聖
書
に
は
女
性
達
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
歌
、
ス
ピ
ー
チ
、
話

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
出
産
の

歌
」
「
知
恵
の
ス
ピ
ー
チ
」
「
勝
利
の

歌
」
「
嘆
き
の
歌
」
な
ど
で
す
。 

 

女
性
達
は
こ
れ
ら
の
歌
を
う
た
う
こ

と
に
よ
っ
て
自
分
達
の
政
治
的
評
価
や 

批
判
を
説
得
力
を
以
っ
て
表
現
す
る
長 

い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

彼
女
達
は
神
を
た
た
え
、
政
治
状
況

を
描
写
し
、
敵
対
者
を
批
判
、
神
を
称

賛
し
た
の
で
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 

 

（
記
・
吉
田
恭
子
） 

  
 

男
子
会
だ
よ
り 

（
９
月
） 

 

男
子
会
は
神
様
に
奉
仕
を
さ
せ
て
頂

く
団
体
で
す
。
通
常
は
毎
土
曜
日
の
教

会
内
外
の
清
掃
を
中
心
に
、
結
婚
式
や

御
葬
儀
な
ど
に
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。 

 

年
間
行
事
と
し
て
研
修
旅
行
、
九
州

震
災
の
支
援
募
金
の
た
め
に
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
粉
も
ん
パ
ー
テ
ィ
ー
で
募
金

を
募
っ
た
り
、
釜
石
支
援
セ
ン
タ
ー

「
望
」
の
た
め
に
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
や

き
り
た
ん
ぽ
鍋
の
パ
ー
テ
ィ
を
行
な
い
、

募
金
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

5
月
母
の
日
の
昼
食
サ
ー
ビ
ス
で

「
マ
グ
ロ
丼
」
を
提
供
し
、
秋
の
バ
ザ

ー
で
は
、
本
や
雑
貨
、
ヤ
キ
ト
リ
の
販

売
な
ど
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。 

 
12
月
に
は
一
年
間
の
締
め
く
く
り

と
し
て
総
会
・
忘
年
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
神
様
へ
の
奉
仕
の
業
（
わ
ざ
）
を

年
間
を
通
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
員
は
30
名
程
で
す
が
、
そ
の
働
き

は
教
会
の
中
で
大
き
な
存
在
で
す
。
今

年
は
新
入
会
員
と
し
て
脇
田
、
篠
原
の

お
二
人
が
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
久
保
忠
昭
兄
が
亡
く
な
り
、
柳
原
兄

が
11
月
に
は
関
西
に
転
居
さ
れ
、
会
員

数
の
増
加
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
会
費
は 

年
間
で
二
千
円
と
安
く
、
交
わ
り
や
す

い
出
会
い
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。
総
務
担
当
は
藤

田
（
輝
）
、
池
田
、
伊
藤
、
頼
で
す
。 

参
加
の
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

（
記
・
会
長 

頼 

仰
史
） 

       

４
回
目
の
中
高
生
キ
ャ
ン
プ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｋ
・
Ｈ 

 

今
回
の
中
高
生
キ
ャ
ン
プ
で
私
は
４

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
キ

ャ
ン
プ
は
普
段
会
え
な
い
友
達
に
会
う

こ
と
が
で
き
た
り
、
分
か
ち
合
い
で
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
言
え
た
り
と
、

普
段
は
あ
ま
り
で
き
な
い
こ
と
を
こ
の

キ
ャ
ン
プ
で
は
で
き
ま
す
。 

中
高
生
キ
ャ
ン
プ
で
一
番
面
白
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
分
か
ち
合
い
で
す
。
分

か
ち
合
い
は
、
あ
る
１
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
深
く
話

し
合
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
み

■
夏
の
中
高
生

キ
ャ
ン
プ 



（4） 

 
ん
な
の
考
え
を
聞
い
て
、
そ
う
い
う
考

え
も
あ
っ
た
の
か
、
と
刺
激
に
な
る
こ

と
で
す
。 

 

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
「
必
要

か
不
必
要
か
」
に
つ
い
て
の
分
か
ち
合

い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
分
か
ち

合
い
で
、
こ
の
分
か
ち
合
い
を
す
る
前

は
不
必
要
に
感
じ
て
い
た
も
の
も
、
話

し
て
い
く
う
ち
に
、
不
要
に
思
っ
て
い

る
け
れ
ど
実
は
な
く
な
っ
た
ら
困
る
よ

う
な
、
必
要
な
も
の
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
が
終
わ
り
、

火
が
小
さ
く
な
っ
た
時
に
も
う
一
度
み

ん
な
で
火
を
囲
ん
だ
時
は
、
火
が
宝
石

み
た
い
で
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
今
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
こ
の

夏
、
一
番
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
！ 

  
 

三
光
教
会 

 
 
 

秋
の
大
バ
ザ
ー 

  
 

○
10
月
30
日
に
開
催 

       

 
 

俳
句
同
好
会
が
ス
タ
ー
ト 

  

第
一
回
、
三
光
教
会
の
俳
句
同
好
会

を
10
月
19
日
（
水
）
午
後1

時
半
か

ら
4
時
ま
で
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
作

品
4
句
～
5
句
を
、
世
話
人
（
吉
村

輝
夫
・
鈴
木
一
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。作
品
無
く
も
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

  

■
訂
正 

「
ひ
か
り
」
８
・
９
月
号 

の
「
教
会
委
員
会
の
記
録
・
７
月
」
の

バ
ザ
ー
委
員
会
の
報
告
で
、
「
夏
バ
ザ

ー
の
利
益
…
」
と
あ
る
の
を
「
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
の
利
益
…
」と
訂
正
し
ま
す
。 

               

 
 

８
月
の
教
会
会
計
報
告  

 

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  
はじめて教会にいらした方へ 

 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 
■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、
毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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歌で奉仕しようと言うお気持ちの 

  ある方の参加をお待ちしています。 

 特に男性パートの方のご参加をお願いします。 

〈練習〉：毎週日曜日  9:30～ 

   ウィークデイレッスン  月 1 回 19:00～ 

〈連絡先〉三光教会クワイヤー  斎藤  大川 


